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目的： 

気管支喘息をもつ妊婦は早産、在胎不当過小体重児、妊娠糖尿病、妊娠高血圧症候群といった産科合

併症のリスクがあると報告されていますが、リスクが特に上昇する集団の特徴はよくわかっていません。

本研究では、気管支喘息の病勢と関連がある免疫グロブリン E(IgE)に着目し、気管支喘息をもつ妊婦を

血中 IgE 濃度の高低によって 3 つのグループに細分化し、産科合併症との関連がどのように異なるか調

べることを目的としました。 

 

方法： 

エコチル調査に参加した妊婦及び生まれた子どものデータから、22 週以降に児が誕生した症例を対象と

し、気管支喘息をもつ妊婦を血中 IgE 濃度によって低、中、高濃度(<52.4 IU/mL、52.4–331.0 IU/mL、

>331.0 IU/mL)に分類しました。血中 IgE 濃度は妊娠前半期の血液検査(採取時期の中央値:15 週)から

算出しました。気管支喘息をもたない妊婦と比較して、それぞれの血中 IgE 濃度をもつ妊婦の早産、在

胎不当過小体重児、妊娠糖尿病、妊娠高血圧症候群の頻度が増えるかどうか、統計解析を行いまし

た。 

 

結果： 

77,131 人の妊婦について解析を行いました。気管支喘息をもたない妊婦と比較して、気管支喘息をもち

血中 IgE 高濃度を示す妊婦では、在胎不当過小体重児や妊娠高血圧症候群の頻度増加と関連があり

ました。一方で、気管支喘息をもち血中 IgE 中濃度を示す妊婦では、在胎不当過小体重児の頻度減少と

関連がありました。気管支喘息をもち血中 IgE 低濃度を示す妊婦では、早産の頻度増加と関連がありま

した。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

気管支喘息をもつ妊婦における産科合併症の頻度は、血中の IgE 濃度の高低によって変化する可能性

が示唆されました。気管支喘息をもつ妊婦の管理を行う際、血中の IgE 濃度の測定は産科合併症の予

測や妊娠管理に役立つ可能性があります。しかし、本研究における気管支喘息の有無は自己申告に基

づいているため正確な診断は不明であり、また血中 IgE 濃度の測定時期に若干のばらつきがあり統一さ

れていないため、本研究には研究としての限界もあるので、気管支喘息をもつ妊婦における血中 IgE 濃

度と産科合併症の頻度との関連についてはさらなる研究が必要です。 

 

結論： 

気管支喘息をもつ妊婦においては、血中 IgE 濃度の違いにより、産科合併症の頻度の変化がみられま

した。しかし、本研究には研究としての限界もあるので、注意深い解釈が必要です。気管支喘息合併妊

娠における母体血中 IgE 濃度と産科合併症との関連についてはさらなる研究が必要です。 

 


